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２００９年度日本地球化学会年会のお知らせ�２

主催：日本地球化学会

共催：日本化学会，日本鉱物科学会，日本質量分析学

会，日本地質学会

会期：平成２１年９月１５日～１７日�
会場：広島大学理学部

東広島市鏡山１―３―１

年会web page:

http://www.wdc-jp.biz/geochem/2009/

交通：JR山陽本線西条駅前からバス「広島大学」行

に乗り，「広大中央口」下車（所要時間約１５

分）。新幹線・東広島駅から広島大学へのバス

は，一日数本しかなく，不便です。広島市中心

部（原爆ドーム付近のバスセンター）からは，

広島大学直通の高速バスがあります（所要時間

約５５分）。

アクセスについては，下記のサイトを参照下

さい。バスの時刻表も掲載されています。

http://www.hiroshima-u.ac.jp/top/access/in-

dex.html

宿泊：東広島市の宿泊施設については，下記のサイト

を参照下さい。年会 web pageにも情報を掲載

しています。

http://www.city.higashihiroshima.hiroshima.

jp/kanko/kankou/stay/index.html

内容：口頭発表及びポスター発表（２００８年度年会と同

様に，すべての発表を２７のセッションの中で行

います），夜間小集会，学会賞記念講演，総会，

懇親会

若手優秀ポスター賞：きわめて優れたポスター発表を

行った日本地球化学会学生会員に授与します（受賞

者発表は懇親会の際に行います）。

セッションテーマ：このお知らせの最後にまとめて示

しますのでご覧ください。講演申込に際しては，必

ずセッションを一つ指定してください。

講演申込，講演要旨原稿受付：２００８年度年会と同様

に，同時に行います。要旨原稿の提出を行わないと

講演申込は完了しません。年会 web pageからのみ

受け付けます。

６月８日� １４時受付開始。７月１３日� １４時締

切。講演要旨の書き方は，本ニュース最後にある

「講演要旨作成上の注意」または上記 web pageを

ご覧ください。web pageからの申込が困難な場合

は，下記の年会事務局あてに締切の１週間前までに

ご連絡ください。なお，投稿する要旨の原稿は締め

切り日までは修正可能ですが，締め切り日を過ぎた

あとは一切修正できず，そのまま J-STAGEでも公

開されます。

参加予約申込：年会 web pageから，指示に従って申

し込んでください。６月８日� １４時受付開始。８

月２８日� １４時締切。

プログラムの公表：プログラムは講演申込終了後直ち

に作成し，８月３日頃年会 web page上に公開しま

す。今回は事前に要旨集の配送を行いませんので，

プログラムの確認はこの web pageで行ってくださ

い。８月末頃に配布される地球化学会ニュースにも

プログラムを掲載します。なお，講演要旨は８月末

に，J-STAGE上で公開されます。

参加登録費（講演要旨集１部含む）：

予約：一般会員５，０００円，学生会員３，０００円，

会員外７，０００円，会員外学生４，０００円

当日：一般会員６，０００円，学生会員４，０００円，

会員外８，０００円，会員外学生５，０００円

＊なお，会員は日本地球化学会及び共催学会の会員を

指します。当日受付で会員申込された方も会員扱い

とします。

懇親会：９月１６日学会賞等受賞講演終了後，生協北２

食堂にて。

予約５，０００円（学生３，０００円），当日６，０００円（学生

４，０００円）。

講演要旨集：３，０００円／部（当日手渡し）（後日郵送の

場合は３，５００円／部）。

予約申込による参加登録費・懇親会会費・講演要旨集

代金の支払い方法：これらのお支払いは，年会 web

pageから，クレジットカードによるオンライン決

済でお願いいたします。なお，各種の支払いは代理

で行うことも可能です。クレジットカードによるお

支払いが困難な場合は，年会事務局に締切の１週間

前までにお問い合わせください。年会当日の参加登

録費のお支払いは現金となります。領収書を必要と

する場合は，年会当日に受付にお申し出ください。

併設展示：関連機器メーカーその他による展示会を併

設する予定です。詳細については年会事務局にお問

い合わせください。

小集会：学会の期間中の昼食時間，あるいは講演終了

後に小集会を行うことができます。希望のあるグ

ループは年会事務局に問い合わせてください。
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年会事務局：

〒７３９―８５２６ 東広島市鏡山１―３―１

広島大学大学院理学研究科地球惑星システム学専攻内

E-mail：GSJ2009@hiroshima-u.ac.jp

セッションテーマ：

（アンダーラインのついたコンビーナーが責任者）

各セッションの概要については年会 web pageをご

覧ください。

０１ 堆積物／堆積岩の地球・環境化学

山本鋼志（名大），鈴木勝彦，黒田潤一郎（JAM-

STEC），淺原良浩（名大）

０２ 土壌・陸域生態系の物質循環

杉本敦子（北大），八木一行（農環研），赤木右

（九大），高橋善幸（環境研），楊宗興（東京農工

大）

０３ マントル物質の化学とダイナミクス

下田玄（産総研），小木曽哲（京大），鈴木勝彦

（JAMSTEC）

０４ 海洋における微量元素・同位体の分布と循環

則末和宏（京大），天川裕史，大久保綾子（東大）

０５ 現世の有機物，微生物，生態系の地球化学的動態

と過去の生命史の解明

高野淑識（JAMSTEC），山中寿朗（岡山大），大

庭雅寛（東北大）

０６ 水圏環境地球化学

高橋嘉夫（広島大），福士圭介（金沢大），松尾基

之（東大），光延聖（静岡県立大）

０７ 安定同位体研究の最先端：地球化学への実験的・

計算科学的アプローチ

武蔵正明（首都大），大井隆夫（上智大），垣内正

久（学習院大）

０８ 社会地球化学：人と安全

武蔵正明（首都大），松尾基之（東大），伊永隆史

（首都大）

０９ 地球化学と生理学の融合：生命圏のフィジオロ

ジーの探究

沢田健（北大），力石嘉人（JAMSTEC）

１０ 海洋地殻中の移流と生物地球化学作用

石橋純一郎（九大），鈴木勝彦（JAMSTEC），浦

辺徹郎（東大）

１１ 放射性廃棄物と地球化学

日高洋（広島大），吉田英一（名大），大貫敏彦

（JAEA）

１２ 古気候・古環境解析の地球化学

中塚武（名大），入野智久（北大），原田尚美

（JAMSTEC），渡邊剛（北大）

１３ 宇宙地球有機物とアストロバイオロジー

小林憲正（横国大），三田肇（福岡工大）

１４ バイオミネラリゼーションと石灰化―遺伝子から

地球環境まで―

白井厚太朗，佐野有司，川幡穂高（東大）

１５ 宇宙化学：先太陽系史から初期太陽系円盤進化史

橘省吾（東大），伊藤正一（北大），横山哲也（東

工大），山下勝行（岡山大）

１６ 大気微量成分の地球化学

斉藤拓也（環境研），角皆潤（北大）

１７ 惑星・衛星・小惑星の宇宙化学

三浦弥生（東大），橘省吾（東大），中村智樹（九

大），山口亮（極地研）

１８ 大気圏・水圏とそれらの相互作用，気候変化

吉田尚弘（東工大），植松光夫（東大），野尻幸宏

（環境研）

１９ ナノジオケミストリー・地球の物質の基礎化学

鍵裕之（東大），宇都宮聡（九大），太田充恒（産

総研）

２０ 宇宙線生成核種の宇宙地球化学

西泉邦彦（UCバークレー），南雅代（名大），日

高洋（広島大）

２１ 東アジアのテクトニクスと地球化学

早坂康隆（広島大），Moonsup Cho（ソウル

大），宮本隆実（広島大），永広昌之（東北大），

坂井卓（九大）

２２ 沈み込み帯の地球化学

石川剛志（JAMSTEC），片山郁夫（広島大）

２３ 地球化学から教育界へのキャリアパス

津野宏（横国大），橘省吾（東大）

（セッション０１から２３までに入らない発表は，以下の

４つのセッションで受け付けます）

１０１ 宇宙惑星化学（全般）

１０２ 固体地球化学（全般）

１０３ 生物圏地球化学（全般）

１０４ 大気水圏地球化学（全般）
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学会からのお知らせ

●第４回日本地球化学会ショートコースのお知らせ

地球化学は，試料を構成する元素，同位体，化学種

の存在度，分布，移動，変化を空間的・時間的に調

べ，それらを支配する法則や原理を見いだすことによ

り，地球や惑星を構成する物質の構造や循環を調べる

学問である。分析・データ解析技術の進歩により，試

料から得られる地球化学的知見の質と量は飛躍的に向

上し，今では，鉱物学，岩石学，地質学，地球物理学

など，他の地球科学分野の発展を支える重要な学問と

なっている。しかしその一方で，地球化学の応用性・

実用性のみが注目され，地球化学の本質である現象の

素過程を調べる研究が少なくなるとともに，時間をか

けてじっくり調べ，問題点を徹底的に掘り下げて理解

する機会も減少するという問題も顕在化している。こ

うした問題に対し，日本地球化学会では地球化学講座

の発行を通じて地球化学の啓蒙を進めてきた。そして

日本地球化学会では，次なる啓蒙活動として，大学

生・大学院生を対象とした「ショートコース」を，年

会日程（平成２１年９月１５，１６，１７日）に合わせ，９月

１４日に開催する。本ショートコースでは，地球化学を

研究する上で必須となる基礎知識の包括的修得と，最

先端研究に触れることによる視点の拡大，という次の

目標を掲げ，将来の地球化学を担う若手研究者の育成

を目指す。

（行事幹事：平田岳史）

� プログラム

はじめに ９：３０～９：３５

「The Geochemistry, or Else：地球化学の役割」

平田岳史（京都大学）

講演１ ９：３５～１０：５５

「原始太陽系解剖学」 圦本尚義（北海道大学）

講演２ １０：５５～１２：１５

「地震波異方性からマントルウェッジをみる」

片山郁夫（広島大学）

昼食

講演３ １３：１５～１４：３５

「地球化学で考える海底鉱物資源」

石橋純一郎（九州大学）

講演４ １４：３５～１５：５５

「地球表層におけるナノスケールプロセスとナノ直

接分析の威力」 宇都宮聡（九州大学）

休憩

講演５ １６：１０～１７：３０

「地の果てにこそ，真実がある」

長沼 毅（広島大学）

Closing １７：３０～１７：４０

� 開催日時・場所

日時：平成２１年９月１４日� 午前９時３０分～夜６時頃

まで（年会開催日：２００９年９月１５～１７日）

会場：広島大学東広島キャンパス E棟１０４号室

（E１０４）

会場へのアクセス方法については，年会ホーム

ページをご覧下さい。

日本地球化学会２００９年年会：

http://www.geochem.jp/meeting/index.html

� 定員・申込締切

５０名（先着順）。９月４日�を参加申込締切日とし
ますが，定員になり次第，参加申し込みを締め切らせ

て頂きます。主として本学会の学生会員を対象としま

すが，非会員あるいは年配の方も参加可能です。

� 参加費

３，０００円（講師謝金費，資料代，弁当代等を含む）。

当日受付で徴収いたします。

日本地球化学会学生会員は学会からの補助により

２，０００円引とします。

� 申込み方法

詳細については日本地球化学会年会ホームページで

公開いたします。

●日本地球惑星科学連合２００９年大会報告

新型インフルエンザの国内流行が懸念される中で，

日本地球惑星科学連合２００９年大会が５月１６日から２１日

の日程で，幕張メッセにおいて開催されました。会場

受付では，異例のマスク販売が行われ，また，発表会

場内では咳などをしづらい緊迫した雰囲気が漂う中

で，日本地球化学会は，恒例のレギュラーセッション

「固体地球化学・惑星化学」を主催し，また，スペ

シャルセッション「顕生代グローバル環境変動」や

「地球環境の将来予測のための古気候・古環境情報の

統合に向けて」，「地球化学図の新展開を探る：環境，

資源，研究，教育」，レギュラーセッション「大気化

学」や「水循環・水環境」，「火山の熱水系」を共催し

ました。各セッションでは，講演が始まると新型イン

フルエンザの感染などどこ吹く風と言わんばかりで，
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活発な議論が行われました。

地球化学会の展示ブースは，全日程を通じて広報委

員または評議員が常駐する形で運営され，通りかかる

人には，昨年度改訂した学会のパンフレットや学会誌

Geochemical Journalの Express Letterの宣伝ビラ

を積極的に配ると共に，９月に広島大学で開催される

日本地球化学会年会学会と，その前日に行われる第４

回ショートコースの宣伝を行いました。テラ出版のご

厚意で，学会誌 Geochemical Journalの論文ファイ

ルや Express Letterの宣伝ファイルが入った CD-

ROMを多くの方に配ることができました。これが，

同学会誌への投稿数増加につながるばかりでなく，他

分野の研究者の方の間でも知名度が上がってくことを

期待します。また，同ブースにおいて，第７巻まで刊

行された「地球化学講座」を著者割引で，さらには学

会誌「地球化学」で組まれた特集号（２００６～２００８年）

を大特価での販売を行い，なかなかの好評でした。そ

の際，会員・非会員の方から第８巻の発刊について多

くの問い合わせがありました。広報委員会としては一

日でも早い発刊を切望するとともに，この“８巻”の

“発刊”が，来年のブースでの目玉になればと期待す

る次第です。

２０１０年の連合大会は新体制での開催となりますが，

これまで以上に魅力のあるブースにして行く所存で

す。非学会員の方にも日本地球化学会をよりよく知っ

ていただくために，また，連合大会に参加する学会員

の拠点（溜まり場）としても益々機能することを願っ

ています。展示ブースについてご意見，ご提案があり

ましたら，広報幹事（鈴木勝彦，news-hp@geochem.

jp）までお知らせください。写真は今回の展示ブース

の，ちょっと“濃い”時の一コマです（ブースでのモッ

トーは，どの学会よりも早く，長く，濃く，です）。

折橋裕二・下田 玄（広報委員会）

鈴木勝彦（広報幹事）

●２００９年度第２回鳥居基金助成の募集について

２００９年度第２回鳥居基金助成の応募の締め切りは

２００９年７月３１日となります。本学会ホームページに応

募要項がありますので，ご参照の上，応募書類を提出

して下さい。なお今回の助成の対象は，２００９年１０月か

ら２０１０年９月までの１年間に実施される海外渡航及び

国内研究集会となりますのでご注意下さい。

申請手続：

応募者は，Vol．４１特別号（会員名簿）の８８，８９ペー

ジ（あるいは Vol．４３特別号の該当ページ）に掲載さ

れている申請書（�－Aまたは�－B）を所定の期日

までに下記に提出する。（同様の書式は学会ホーム

ページからもダウンロードできます）。参考となる資

料（海外派遣については業績リストおよび学会参加の

場合は学会概要等，国内研究集会については集会の案

内・概要等）を添付してください。なお，海外渡航に

より国際学会等での研究発表を行う場合は，申請書の

「研究の目的」欄に，渡航にあたっての抱負や発表す

る論文の内容・重要性などを記載して下さい。また，

海外派遣に関しては，他の研究助成金との重複受給は

認められておりませんので，ご注意下さい。

提出先：小畑元（庶務幹事）

〒１６４―８６３９ 東京都中野区南台１―１５―１

東京大学海洋研究所

海洋化学部門海洋無機化学分野

Tel：０３―５３５１―６４４９，Fax：０３―５３５１―６４５２

E-mail：affairs@geochem.jp

●役員選挙制度の改定に関するお知らせ

日本地球化学会会長 蒲生俊敬

日本地球化学会の活動に常日頃ご参加ご協力をい

ただき，誠にありがとうございます。間もなく，次期

（２０１０～２０１１年度）の役員選挙が実施されます。それ

に先立ち，評議員会において，選挙制度を以下のよう

に改定することが決せられましたので，ここにご報告

いたします。

本学会の役員選挙は，「日本地球化学会役員選出細

則」第６条の規定に基づき，全国を７つの地域ブロッ

ク（北海道，東北，関東，中部，近畿，中国・四国，

九州）に区分し，各ブロックから必ず１名以上の評議

員を選出することが定められています。

この地域ブロック制を今後も堅持するか，あるいは

これを撤廃して全国一区とし，むしろ専門分野のバラ

ンスに重きを置いた選挙制度に改定するかについて，
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前期（平成１８～１９年度）将来計画委員会において検討

が開始され，今期の将来計画委員会と評議員会におい

てさらに議論が続けられました。

本年２月開催の平成２１年度第一回評議員会におい

て，「地区ブロック制の廃止」が将来計画委員会より

提言されました。審議の結果，この提言が了承され，

全会員に対してアンケート調査を行い，その結果に基

づいて評議員会でさらに具体的検討を進めることとな

りました。

本年４～５月にかけて実施されたアンケート調査に

は，５４８名の会員から回答が寄せられ，この方式への

賛成４１３名（７５．４％），反対９５名（１７．３％），無回答４０

名（７．３％）でした。この結果を踏まえて，将来計画

委員会でさらに検討が進められ，「日本地球化学会役

員選出細則」の改定案（地域ブロック制を廃止するこ

と，役員候補者（立候補者および推薦候補者）は専門

分野を自己申告することとする）が提出されました

（この提案書の内容を，参考資料として文末に掲載し

ております）。

この案を受け，幹事会および評議員会（メールによ

る）においては，本選挙制度の改定を間もなく実施す

る次期役員選挙から適用するか，または２年後の役員

選挙から実施するかの選択を巡り忌憚のない議論が交

わされました。以下の２案：「（案１）次期選挙（本

年６～８月実施）から新しい選挙制度を適用する」

「（案２）さらに時間をかけて議論を継続し，改正案

の充実を図る」を評議員会での採決にかけました結

果，評議員２２名のうち（案１）を支持する者１２名，（案

２）を支持する者９名で，（案１）が評議員の過半数

の賛同を得て可決されました。

「日本地球化学会役員選出細則」第９条の規定によ

り，評議員会での議決をもって本細則の変更が確定し

たことをご報告します。

皆様には，新たな選挙制度についてご理解をいただ

き，学会の発展を担うべき新たな役員の選出に，どう

か積極的にご参加ご協力下さいますよう，心よりお願

い申し上げます。

［参考資料］

将来計画委員会からの評議員選挙方法の変更に関す

る提案 ２００９年５月３０日

日本地球化学会将来計画委員会

（委員長：海老原充，委員：鍵裕之，奈良岡浩，平田

岳史，益田晴恵，三澤啓司，山下勝行，山本鋼志）

今期（２００８～２００９年度）将来計画委員会は本年２月

１４日開催の２００９年度第１回評議員会に審議内容をまと

めた提案書を提出した。評議員会での議論を経て再度

２００９年５月２３日に将来計画委員会を開催し，委員全員

参加のもとで上記提案書に示した内容を中心に真摯に

議論を行った。本提案書はその議論の中から，評議員

の選挙方法の変更に関してまとめたものである。本年

度実施予定の役員選挙の時期が迫っており，将来計画

委員会としては本提案内容を反映した役員選挙が実施

できるよう第２回評議員会において速やかに決定して

頂くことを切望する。

提案内容：ブロック制を廃止し，専門分野を考慮し

た選挙に変更する。

提案理由：評議員選挙におけるブロック制の導入の

経緯については明らかでないが，地域ごとの活動が有

効に機能するような会員数が多い学会には現在でも地

域ブロックごとに役員数を割り振っているところが見

られることから，そうした学会の選挙方式に倣ったこ

とは想像に難くない。昨今，日本地球化学会の会員は

１０００人を切り，会員の地域バランスの偏りが進み，地

域ブロック制を反映した選挙を滞りなく行うことが難

しくなりつつある。その様な状況を反映して，ここ数

年来，評議員選挙のブロック制見直しの議論が地球化

学会の評議員会内で行われてきた。事実，前期（２００７

～２００８期）将来計画委員会での検討課題に取り上げら

れ，重要検討課題として今期将来計画委員会に引き続

き検討するよう要請された。今期将来計画委員会とし

て２度に渡る議論を重ねた結果，ブロック制に代わっ

て専門分野を反映した評議員選挙がより適当であると

の結論に至った。ブロック制が内包する問題点とし

て，以下の諸点が挙げられる；（i）通信網や交通網の

発達によりブロックごとに分ける意義が薄れているこ

と，（ii）会員数の減少を反映してか地域ごとの偏り

が進んでいて，ブロック制を維持した選挙を行うため

に本来必ずしも必要ではない努力が強いられているこ

と，（iii）選出される評議員の得票数に大きな開きが

生じうること。一方，ブロック制の存続を支持する理

由は極めて希薄で（というより，委員会内では皆無

で），強いて挙げれば，評議員という立場が職場で評

価される可能性があるとの声が聞かれるが，もし評価

につながるとしてもこれはブロック制でなくともあり

うることであり，ブロック制存続の積極的支持理由と
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はなり得ない。一方，地球化学会会員の専門分野は年

を追う毎に多様化して来ているといっても過言ではな

く，それは会の活性化を促すためには非常に大事なこ

とであり，会員数の減少傾向は否めないものの，それ

を抑えて会の活動を下支えしている主要因の一つと捉

えることが出来る。ブロック制に代わる選挙制度とし

て専門分野制を導入することは，その様な会員の多様

性を評議員選挙に反映するための有効な手段になり得

る。評議員選挙でのブロック制廃止，専門分野制導入

に関しては，これまで数年にわたって議論されて来た

こともあり本年度第１回評議員会においても多くの評

議員の理解が得られた。但し，選挙制度の変更という

ことでもありより多くの会員の意向を打診する必要が

あるとの意向を汲み，アンケートを実施したが，過半

数を上回る多くの会員の賛意が得られた。例年の総会

での出席者と比較して，はるかに多くの会員全体の意

見が集約されたことを考えると，その結果は大きな重

みを持つと言える。このように，前期と今期の将来計

画委員会での慎重な審議，二度にわたる評議員会での

審議，会員の意向調査という極めて慎重な審議を経て

本提案に至ったものであり，本年度の役員選挙を行う

にあたって是非とも新しい制度で実施出来るよう，将

来計画委員会として強く要望する。

選挙細則の変更：選挙制度改正に伴う選挙細則の変

更については別紙変更案を参照されたい。専門分野制

を実施する為に，立候補者，推薦候補者ともに提出す

る「候補者の承諾書」に分野名を申告記載して頂く。

選挙公報には従来の候補者名（と推薦者名）に加え

て，候補者の専門分野も記載する。専門分野の名称に

関しては候補者の申告名に従う。

（注）

ここでいう「専門分野制」とは選挙の際に専門分野

を考慮して投票が行えるように配慮した制度という意

味であり，専門分野を特定して分野間の偏りを積極的

に解消しようとする制度という意味ではない。

●役員選挙の立候補および推薦候補者の届け出につい

て［選挙公示］

本会会則により２０１０・２０１１年度役員の選挙を以下の

日程で行います。

立候補・候補者推薦締め切り ７月１０日� 必着

選挙公報・投票用紙発送 ７月下旬

投票締め切り ８月２８日�
選挙結果公表（総会） ９月１６日�

つきましては，下記要領で会長・副会長・監事・評

議員に対して，それぞれ立候補者および推薦候補者の

届け出をしていただくようお願いします。

＊今回の選挙から役員選出細則が改訂され，地域ブ

ロック制は廃止されました。ご留意いただくようお

願いいたします。

１．会長１名，副会長１名，監事１名，評議員２０名を

選出します。

２．立候補者の届け出は，届書を立候補者自身が，�
選挙管理委員会に持参するか，または�選挙管理委
員会宛に送付して下さい。推薦書／承諾書の例は，

学会ホームページの「お知らせ・各種情報／学会か

らのお知らせ」にリンクされた選挙公示のページか

らダウンロードすることができます。

３．推薦候補者の届け出は，推薦候補者名と推薦者名

を記した届書に推薦候補者の承諾書を添えて，推薦

者またはその代表者が，�選挙管理委員会に持参す
るか，または�選挙管理委員会宛に送付して下さ
い。

今回から新たに立候補者・推薦候補者の専門分野

を承諾書に申告記載していただくことになりまし

た。専門分野の名称に関しては立候補者・推薦候補

者が申告した名称を選挙公報に記載することとしま

す。

なお役員選出細則第８条により，次の方々は次期

評議員に選出することができません。

天川裕史，石橋純一郎，岩森光，小畑元，角皆潤，

日高洋，平田岳史，益田晴恵，南雅代，柳沢文孝

４．第２項，第３項に記した以外の方法で届け出が行

われた場合には，届け出を受け付けることができま

せん。郵送の場合には裏に（選挙）と記し，「書留

郵便」としてください。

５．届け出の締め切りは７月１０日� 必着です。

６．選挙管理委員会の所在地は次のとおりです。

〒１６４―８６３９ 中野区南台１―１５―１

東京大学海洋研究所

先端海洋システム研究センター

海洋システム解析分野

天川裕史

Tel：０３―５３５１―６４０８，Fax：０３―５３５１―６８２０

E-mail：amakawah@ori.u-tokyo.ac.jp
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学会評議員会議事録

●２００９年度第１回議事録

日時：２００９年２月１４日� １３：００～１８：２０

場所：海洋研究開発機構東京事務所

出席者：蒲生俊敬会長，海老原充副会長，石橋純一

郎，小畑元，鈴木勝彦，角皆潤，平田岳史，

益田晴恵，南雅代（以上幹事），天川裕史，

鍵裕之，中塚武，奈良岡浩，野尻幸宏，日高

洋，松本拓也，三村耕一，柳沢文孝，圦本尚

義（以上評議員）

１．２００９年度評議員の承認

植松光夫会員が２００９年度の評議員となることが，

蒲生会長から提案され承認された。

２．２００８年度第３回評議員会議事録の承認

３．報告事項

� 庶務（小畑幹事）：【科学研究費補助金】（文部科

学省）平成２１年度科学研究費補助金研究成果促進費

「研究成果公開発表（B）」の申請書提出（１１．６）

（１，２８０千円，「放射線と宇宙」）；（日本学術振興

会）平成２１年科学研究費補助金研究成果公開促進費

「定期刊行物」（GJ）計画調書提出（５，１００千円，

１１．６）；平成２０年度科学研究費補助金研究成果公開

促進費「定期刊行物」の状況報告書提出（１．１５）。

【研究助成等】２００８年第２回鳥居基金助成１件採択

するが辞退（１．２１）。【後援・共催等】（共催）日本

質量分析学会「第５７回質量分析総合討論会２００９」

（５．１３～１５，大阪）；
日本アイソトープ協会「第
４６回アイソトープ・放射線研究発表会」（７．１～３，

東京）（村松康行会員を運営委員として派遣）；（後

援）日本地下水学会他４団体「第１５回地下水・土壌

汚染とその防止対策に関する研究集会」（６．１８～１９，

名古屋）。【庶務その他】故酒井均名誉会員への供

花・弔電（９．３０），故鳥居鉄也名誉会員への供花・

弔電（１０．１７）；機関別認証評価委員会専門委員候補

者を�独大学評価・学位授与機構に推薦（１０．２８）；東
京大学地震研究所についての「全国共同利用・共同

研究拠点認定要請書」を送付（９．３０）；「はやぶさ」

後継機に関する声明文を文部科学大臣，JAXA理事

長，科学技術政策担当大臣に送付（１０．２８）；日本学

術会議科学者委員会「新公益法人法への対応及び学

協会の機能強化のための学術団体調査」への回答

（１２．２５）；１月末日を締め切りとし，「地球化学」

への広告募集を行った（１．９）；学会賞各賞・鳥居基

金への推薦・応募状況（学会賞３名，奨励賞４名）；

鳥居基金（海外渡航５名，国内研究集会２件）。【幹

事会】２００９年２月７日 １３：００～１８：２０ 第１回評

議員会の議事内容について整理した（出席：蒲生，

海老原，石橋，小畑，佐野，鈴木，角皆，平田，益

田，南の各幹事）。

� 会計（南幹事）：２００８年度の決算についての途中

経過が報告された。広告収入や印刷費の支払いはま

だ終わっていないが，概ね予算通り執行されている

ことが報告された。

� 会員（角皆幹事）：２００８年９月から２００９年１月ま

での会員異動について報告があった。

【入会】

（９月）

学生会員（学生パック）

９２８２５０７ 小泉早苗 コイズミサナエ

東京大学大学院理学系研究科化学専攻地球

化学研究室

９２８２５２９ 山口保彦 ヤマグチヤスヒコ

東京大学大学院理学系研究科地球惑星科学

専攻

９２８２５５１ 佐藤蓉子 サトウヨウコ

横浜国立大学環境情報学府環境生命学専攻

地球環境コース

９２８２５６１ 飯野倫裕 イイノトモヒロ

富山大学大学院理工学教育部生物圏環境科

学専攻環境化学計測２研究室

９２８２５６３ 柏原輝彦 カシワバラテルヒコ

広島大学大学院理学研究科地球惑星システ

ム学専攻表層環境地球化学研究室

９２８２５７２ 小野森弘 オノモリヒロ

名古屋大学環境学研究科都市環境学専攻

９２８２５７３ 深海雄介 フカミユウスケ

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専攻

９２８２５７５ 藤原早絵子 フジワラサエコ

名古屋大学環境学研究科地球環境科学専攻

地球化学講座

９２８２５７７ 出水 翔 イズミショウ

九州大学大学院理学府地球惑星科学専攻有

機宇宙地球化学研究室
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（１０月）

一般正会員

９２８２５６８ ORBERGER, BEATE

Universite Paris Sud XI, Departement

des Sciences

９２８２５８３ 石川 晃 イシカワアキラ

海洋研究開発機構

９２８２５８４ 松四雄騎 マツシユウキ

東京大学大学院工学系研究科原子力国際専

攻

学生会員（学生パック）

９２８２５７１ 平松裕亮 ヒラマツユウスケ

名古屋大学環境学研究科都市環境学専攻

９２８２５７４ 橋口未奈子 ハシグチミナコ

北海道大学理学院自然史科学専攻

９２８２５７９ 吉田加奈子 ヨシダカナコ

富山大学理工学教育部生物圏環境科学専攻

９２８２５８７ 杉本雅明 スギモトマサアキ

東京大学理学部地球惑星環境学科

（１１月）

学生会員（学生パック）

９２８２５７８ 堀 真子 ホリマサコ

広島大学理学研究科地球惑星システム学専

攻地球環境進化学グループ

（１２月）

学生会員（学生パック）

９２８２５８６ 中尾武史 ナカオタケフミ

九州大学化学専攻

（１月）

一般正会員

９２８２５９１ 芳川雅子 ヨシカワマサコ

京都大学大学院理学研究科附属地球熱学研

究施設

９２８２５９２ 新城竜一 シンジョウリュウイチ

琉球大学理学部地学系

９２８２５９３ 福士圭介 フクシケイスケ

金沢大学環日本海域環境研究センター

９２８２５９５ 倉本能行 クラモトヨシユキ

北海道檜山北高等学校

学生会員（学生パック）

９２８２５８５ 江端新吾 エバタシンゴ

北海道大学大学院理学研究院自然史科学専

攻

９２８２５８９ 萩原崇史 ハギワラタカシ

富山大学理工学教育部生物圏環境科学専攻

張研究室

９２８２５９０ 馬瀬 輝 マセアキラ

東京大学海洋研究所新領域創成科学研究科

／自然環境学専攻／無機化学研究室小畑元

准教授

９２８２５９６ 山田健太郎 ヤマダケンタロウ

東京工業大学大学院理工学研究科地球惑星

科学専攻

【退会】

（９月）

名誉会員

４２８０４９１ 酒井 均 ２００８／９／３０逝去

（１０月）

名誉会員

９２８０６５６ 鳥居鉄也 ２００８／１０／１６逝去

（１１月）

なし

（１２月）

シニア会員

４２８０７１４ 山本俊夫

５２８１２９９ 橋本哲夫

一般正会員

１２８１６０６ 宮崎昭仁

１２８２１２２ 成川正広

１２８２３０４ 帆足雅通

２２８０９２３ 嶋田 純

２２８２２７７ 西村智佳子

３２８１１９６ 千葉 茂

３２８１６１３ 宮崎（金嶋）明子

３２８１８６２ 草地 功

４２８０１８９ 片瀬隆雄

５２８０２２３ 城戸勝利

５２８１５１２ 古山勝彦

５２８１５３４ 殿内重政

６２８１４３０ 藤原祺多夫

６２８１５９３ 相馬悠子

７２８１７９０ 尹 松

７２８２１３１ 野田雅一

８２８０６０８ 高松信樹

８２８０６７５ 和田英太郎

８２８１２３２ 清水 明

８２８１２７６ 石坂信之
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９２８１００８ 川嶋宗継

９２８１６５５ 鈴村昌弘

９２８２４６７ 石井英一

学生会員

９２８２３９１ 伊藤美穂

（１月）

一般正会員

２２８１２０１ 鹿野和彦

２２８１２５６ 三田 勲

６２８１０８７ 吉田則夫

８２８１４２５ 高原弘幸

９２８０５８２ 宮本霧子

９２８２４０７ 川島龍憲

９２８２５０１ 玉城喜章

学生会員（学生パック）

９２８２４５５ 寺西源太

９２８２４５６ 南野友里

９２８２４６８ 奥村友幸

９２８２４７３ 古川由紀子

９２８２４７６ 後藤久範

【除名】

（１２月）

一般正会員

２８１４４３ 阿部泰行

２８２１４１ 小松秀倫

１２８０２９８ 松本英二

２２８２２３３ 平原由香

８２８０２８８ 松井正和

８２８２１２３ 長井孝一

学生会員

９２８２３６５ 藤井彩子

【会員種別変更】

（９月）

会員番号 会員名 変更前 変更後

９２８２３８７ 中島美和子 学生正会員 一般正会員

２２８０５４７ 杉崎隆一 シニア正会員 名誉会員

６２８０６９１ 綿抜邦彦 シニア正会員 名誉会員

（１０月）

１２８２３０４ 帆足雅通 学生正会員 一般正会員

７２８０５５３ 鈴置哲朗 一般正会員 シニア正会員

（１１月）

なし

（１２月）

３２８０５９５ 高岡 宣雄 一般正会員 シニア正会員

３２８０６４７ 渡久山 章 一般正会員 シニア正会員

３２８１０８８ 土器屋由紀子 一般正会員 シニア正会員

６２８０５９４ 高江洲 瑩 一般正会員 シニア正会員

７２８０４２３ 大塚治子 一般正会員 シニア正会員

７２８０５１９ 島田允堯 一般正会員 シニア正会員

６２８２２３５ 山口裕康 学生正会員 一般正会員

（１月）

８２８２２８６ 岡本千里 学生正会員 一般正会員

９２８２４１８ 荘山英敏 学生パック 学生正会員

９２８２４２０ 塚本英智 学生パック 学生正会員

９２８２４４３ 小池庸代 学生パック 学生正会員

９２８２４４８ 江守建太 学生パック 学生正会員

９２８２４５７ 川名華織 学生パック 学生正会員

９２８２４６０ 柏木 祐 学生パック 学生正会員

９２８２４６１ 遠山知亜紀 学生パック 学生正会員

９２８２４６２ 上野弘貴 学生パック 学生正会員

９２８２４６６ 山崎絵里香 学生パック 学生正会員

９２８２４６９ 高田雄一郎 学生パック 学生正会員

９２８２４７０ 山崎秀策 学生パック 学生正会員

９２８２４７２ 横山隆臣 学生パック 学生正会員

９２８２４７９ 飯塚理子 学生パック 学生正会員

９２８２４８０ 昆 慶明 学生パック 学生正会員

９２８２４８３ 冬野正史 学生パック 学生正会員

９２８２４８４ 山口和宏 学生パック 学生正会員

９２８２４８５ 中村高志 学生パック 学生正会員

９２８２４８６ 山岡香子 学生パック 学生正会員

９２８２４８７ 鈴木和博 学生パック 学生正会員

９２８２４８８ 菊池麻希子 学生パック 学生正会員

９２８２４８９ 代田里子 学生パック 学生正会員

９２８２４９０ 楠田千穂 学生パック 学生正会員

９２８２４９１ 岨 康輝 学生パック 学生正会員

９２８２４９３ 大森一人 学生パック 学生正会員

９２８２４９５ 白石智一 学生パック 学生正会員

９２８２４９９ 丸山匡臣 学生パック 学生正会員

９２８２５０２ 竹谷 裕 学生パック 学生正会員

９２８２４７４ 奥村文章 学生パック 一般正会員
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正会員 （一般）（学生）
通常

（学生）
学生パック

（シニア） 賛助会員 名誉会員 計 （海外会員）

２００８．８．３１ ９４８ （７７８） （５４） （６０） （５６） １１ ９ ９６８ （３８）

入会 ＋７ ＋１９ ＋２６ ＋１

退会 －３０ －１ －５ －２ －３８ －１

逝去 －２ －２

除名 －６ －１ －７

種別変更
（増） ＋５ ＋２７ ＋７ ＋２ ＋４１

種別変更
（減） －７ －４ －２８ －２ －４１

海外へ移住 ＋２

海外より帰国 －１

２００９．１．３１ ９２７ （７４７） （７５） （４６） （５９） １１ ９ ９４７ （３９）

参考
２００８．１．３１ ９１８ （７４６） （８１） （３４） （５７） １１ ９ ９３８ （３７）

２００９年１月３１日現在の会員数

� 編集：

a．GJ（佐野幹事代理，鈴木幹事）：２００８年 Vol．４２

No．６が１２月末日に発行され，２００９年１月の初めに

会員に配布されたことが報告された。また，２００９年

Vol．４３No．１は２月末に配布する予定であるとの

報告があった。２００８年９月から２００９年２月５日まで

に３８編の論文が投稿され，受理及びほぼ受理された

論文が１編，却下された論文が１２編，審査中の論文

が２３編，AE選考中の論文が２編あることが報告さ

れた。

現状では受理された論文数が少なく，今後ページ

数が減少する恐れのあるため，評議員には積極的に

GJに論文を投稿してもらいたいとの要請があっ

た。この問題に対処するために，特集号を編集する

ことや，評議員から積極的に Review論文を推薦し

て貰うことなどが提案された。学会賞等受賞論文に

ついては，これまで「地球化学」に掲載されていた

が，希望があれば，英文の論文を GJに掲載すべき

との提案も行われ，認められた。さらに，学会賞等

受賞細則に「受賞者は，学会賞等に関わる内容の論

文を学会誌に投稿するものとする。」という文言を

入れるべきとの議論があった。具体的な文言は第２

回評議員会で議論される予定である。

また，今後の GJの長期的な方向性についても議

論が行われた。高レベルな雑誌を目指して審査を厳

しく保つべきか，特色のある論文を掲載すべきかと

いう議論が行われた。このような編集方針について

は，Chief Editorが積極的なリーダーシップを発揮

すると同時に，学会全体として議論していく必要が

あることが確認された。この問題については将来計

画委員会でも議論していくこととなった。

編集長から，GJが広く読まれるようにするため

の方策として，�非会員が GJ誌の論文をウェブ

ページからカード支払いで１報ごとに論文を購入で

きるようにする，�会員がパスワードを入れない
と，閲覧できない論文を，最新の２年から１年に短

縮するという２点の提案があり，承認された。

b．地球化学（益田幹事）：２００８年度の編集状況につ

いて，４号まで予定通り発行されたことが報告され

た。２００８年度は１１編の報文を受け付け，うち８編が

受理，２編が審査中，１編が却下となった。総説は

２編を受付，２編を受理した。その他として，序文

を１編，追悼記事を３編受付，受理した。２００９年度

は，７編の報文を受け付け，うち４編が受理，３編

が審査中となっている。受賞記念論文は１編受付，

現在審査中である。また，評議員に対し，博士を取

得した会員が周辺にいれば，博士論文抄録の投稿を

働きかけるように依頼があった。新たに論文投稿の

際のカバーレターが作成されたこと，宇宙化学関係

の特集号を今年度出す予定であることが報告され

た。

c．ニュース（石橋幹事）：ニュースレター No．１９５を

発行し，ニュース電子メール版２００８No．１１２～１６２，

２００９No．００１～０３０までの８１件を発信したとの報告

があった。また，２００９年１月に２週間ほどメール配

信にトラブルがあったことが報告された。さらに，

ニュースレター No．１９６の編集予定が示された。

� 広報（鈴木幹事）：広報委員の新メンバー（横山

祐典会員，小畑元会員，高橋嘉夫会員，丸岡照幸会

員）について報告があった。ホームページのフロン

トページで，学会員の最新の研究成果を紹介してい

ることが報告された。ここでは，GJに掲載された

会員の論文も紹介していくこととなった。また，

２００８年度の学会・研究会でのパンフレットの配布実

績が報告された。２００９年度 Goldschmidt会議で

は，プログラム冊子に１ページの広告を載せること

になった。さらに，地球化学会からの講師派遣につ

いては，講師の紹介と仲介を主に行うことが確認さ

れた。

� 行事（平田幹事）：２００８年日本地球化学会年会報

告について，セッション数（２８），講演数（４２３），参

加者総数（５３３）が報告された。また，日本地球惑

星科学連合２００９大会が，２００９年５月１６日�～２１日�
にかけて，幕張メッセ国際会議場にて開催されるこ

とが報告された。地球化学のレギュラーセッション
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として「固体地球化学・惑星化学」（C１０４：代表コ

ンビーナ下田玄会員），「大気化学」（F１１８：町田，

谷本委員ほか），「水循環・水環境」（H１２４：近藤，

嶋田委員ほか），「火山の熱水系」（V１７０：江原，鍵

山，篠原ほか），スペシャルセッション分野横断型

セッションでは「隕石解剖学」（J２３５：代表コン

ビーナ伊藤正一），地球化学共催セッションでは

「地球環境の将来予測のための古気候・古環境情報

の統合に向けて」（複数の学会の共催），「地球化学

的手法による顕生代のグローバル環境変動解析」

（代表コンビーナ加藤，鈴木委員）などが計画され

ていることが報告された。

また，ゴールドシュミット国際会議が２００９年６月

２１日～２６日にかけてスイス・ダボスで開催され，要

旨投稿，参加申し込み受付中であること（要旨投稿

締切２月２２日，参加受付締切５月１日）が報告され

た。今年も会議に対して日本地球化学会から US

＄３，０００の学生旅費援助を行う予定である。協賛学

会として日本地球化学会のロゴがホームページ上で

表記されているとともに，日本地球化学会会員が参

加登録を行う場合に割引料金での登録が認められる

（５０ユーロ程度免除される）ことが報告された。

２０１０年はアメリカ・テネシー州ノックスビルにて，

２０１０年６月１３日～１８日にかけて開催予定である。

さらに，２００９年日本地球化学会年会の準備状況に

ついて日高評議員から報告があった。２００９年度日本

地球化学会第５６回年会は，２００９年９月１５日～１７日
�の３日間の予定で広島大学において開催される。
年会実行委員長は清水洋会員。開催形式は，第５５回

年会（東京大学）と同じセッション提案型を採用す

る予定である（募集締め切りは２月２１日）。各種学

会賞・学生ポスター賞の授与式，総会，夜間集会を

開催する予定である。また，９月１３日�には公開講
座を開催する予定であることも報告された。さら

に，２００９年度日本地球化学会年会（広島大学）にあ

わせて，年会前日（９月１４日�）に第４回ショート
コースを開催する予定である。現在，講師依頼中で

あることが報告された。

� 各種委員会：

a．名誉会員推薦委員会（海老原委員長）：１月に

メールによる議論を行ったが，今後時間をかけて議

論を継続することが報告された。

b．将来計画委員会（海老原委員長）：将来計画委員

会（海老原充，鍵裕之，平田岳史，三澤啓司，山本

鋼志，奈良岡浩，益田晴恵，山下勝行）の海老原委

員長から下記のような提案が行われた。

・名簿の発行について：国際文献印刷㈱が会員情報管

理・閲覧システムであるMy Pageの提供を提案し

ており，導入の方向で検討を進めてはどうかという

提案があった。２００９年は従来通り名簿号を発行し，

２０１０年度以降，My Pageを運用してそのオプショ

ンの機能を検討する。２０１１年度からMy Pageの正

式運用を目指す。会員に対しては，本年度のアン

ケートを通じて意見聴取を行うこととなった。

・年会の開催形式について：２００８年度年会において全

てのセッションをセッション提案型とし，大きな成

功をおさめた。今後もこの形式で年会を開催するの

が望ましいと考えられるが，セッション提案型の年

会を行うと，LOCに対する実務的な負担が増加す

る。そこで，年会の開催様式は LOCが決定し評議

員会はこれを最大限に尊重するとともに LOCの要

請に応じて，支援を行うことが提案された。支援の

具体的な内容については，行事幹事が仲介して評議

員と協議する。この年会支援体制は２００９年度年会

（広島大学）から運用を開始することが認められ

た。

・評議員の選挙方法について：地域ごとの会員分布の

アンバランスや，時代の趨勢を考慮して，地域ブ

ロック制の廃止が提言された。評議員候補者を投票

する際の参考情報として，氏名，所属機関，会員種

別のほかに研究分野を併記させることが提案され

た。この件については，名簿調査の際のアンケート

で会員から意見を聴取することとなった。選挙の細

則変更については，第二回評議員会で議論されるこ

ととなった。学生会員からも評議員が選出されるよ

うに学生会員をエンカレッジすることが提言され

た。しかし，むしろ委員会活動や評議員会にオブ

ザーバーとして参加してもらい，意見を聞く方が良

いという意見も出された。エンカレッジする方法に

ついては，今後の検討課題となった。

・会誌の発行について：「地球化学」について，年２

回の発行へと減らしてはどうかとの意見が出された

が，発送方法の変更に伴う郵送費の推移を見ながら

今後検討することとなった。Geochemical Journal

（GJ）については，「論文誌としての質の低下」と

「会の財政への近い将来の大幅負担増の可能性」と

いう問題が提起された。しかし，将来計画委員会で

は，学会における GJの位置付けや，長期的な展望
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など，大きな議論をして欲しいという要望が出さ

れ，今後，GJ編集長と編集委員が将来計画委員会

の議論に加わり，検討していくことが確認された。

編集の技術的な問題については，今後編集委員会で

検討していく。

c．「地球と宇宙の化学事典」編集委員会など（蒲生

会長）：項目の洗い出しがほぼ終了し，３月に出版

社と執筆依頼前の打ち合わせを行う予定であること

が報告された。また，地球化学教科書第８巻の編集

作業が進行中であることの報告があった。

d．その他：蒲生会長から，２００９年度学会賞等受賞者

選考委員会委員長は植松光夫会員，２００９年度鳥居基

金委員会委員長は中井俊一会員に委嘱することが報

告され，承認された。

� 連合関係：

・日本地球惑星科学連合各種委員会

日本地球惑星科学連合キャリアパス支援小委員会

に，日本地球化学会から津野宏会員を推薦したこと

が報告された。また，２００９年度ゴールドシュミット

会議対応委員は，下田玄会員が担当することが報告

された。

	 その他：

・第３回国際地学オリンピックについて，瀧上評議員

（代理蒲生会長）から，準備状況の報告が行われ

た。

・日本学術会議 IAGC小委員会の現状について海老

原副会長から報告があった。

・国際文献印刷が学会誌の発送業務を行わないことに

なったため，学会誌の発送法が変更されることが報

告された。

・GJ電子版パスワードの新しい取得法について，電

子メールで会員に周知したことが報告された。

・名簿号の発行についての予定が報告された。例年通

り，現状の調査を行うとともに会員に対するアン

ケートも行う予定。質問は「名簿号の発行につい

て」と「評議員選挙方法について」となる予定。

・東京大学海洋研究所に対して，共同利用・共同研究

拠点のサポートレターを出すことが報告された。会

員からの要請に応じて，共同利用・共同研究拠点の

サポートレターを発行するが，発行については会長

が判断することが確認された。

４．審議事項

� 国際文献委託業務の契約（小畑幹事）：国際文献

印刷との業務委託，ホームページ制作業務委託，大

会関連業務委託について，２００９年度の契約書案が小

畑庶務幹事から示された。学会誌の発送法の変更や

値上げされる部分についての説明が行われ，原案の

まま承認された。また，大きな値上げが行われてい

ないかを契約の際注意することが確認された。

� テラパブとの覚書（小畑幹事）：２００９年度の Geo-

chemical Journal出版について，テラパブとの覚

書案が小畑庶務幹事から提案された。刊行物売り上

げは例年と同程度であることが確認され，原案のま

ま承認された。

� 退会手続きの詳細について（角皆幹事）：角皆会

員幹事から新たな退会手続きの方法についての提案

があった。これまで退会届は郵送文書のみで受付さ

れ，e-mailやファックスでの提出を認めていなかっ

た。しかし，現状では半数程度の退会希望会員は e

-mailやファックスで退会届を送ってくるため，そ

の都度文書を請求するなど事務的に煩雑となってい

た。また，事務局から郵送での届出をお願いして

も，以後音信不通になるなどの例も見られた。そこ

で，現状の郵送に加えて e-mailやファックスでの

退会届け提出も可とし，HPに明記することが提案

された。ただし本人意志確認のため，届け出に際し

て捺印した書類を送ってもらうこととなった。具体

的には，HPに退会届けの記入フォーム（pdf）を

用意し，ダウンロードした上で記入・捺印してもら

う。記入・捺印済みの退会届けを郵送，ファック

ス，もしくはスキャンして pdf化した上での e-mail

添付で事務局に提出してもらうこととする。この新

しい手続きが承認された。

� 日本地球惑星科学連合への対応（蒲生会長）：一

般社団法人日本地球惑星科学連合に，日本地球化学

会が団体会員として加盟するかどうかが議論され

た。評議員会においては，団体会員としての加盟が

承認された。最終的には総会での承認を得て加盟の

手続きを行うこととなった。また，日本化学連合と

の今後の関係についても同時に議論されたが，今後

の動向を見ながら判断することとなった。

� 会計管理規定について（南幹事）：学会の会計に

ついて，会計管理規定を設けることが南会計幹事よ

り提案された。原案について字句の修正が行われ，

最終案をメールによる審議の後に承認することと

なった。

� 将来計画委員会からの提案について（海老原委員
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長）：GJの今後の方針については，将来計画委員

会に GJ編集委員が加わり議論することとなった。

また，評議員選挙，名簿号の発行ついては，会員へ

のアンケートの結果を参考に，次回の評議員会で具

体的な手順を検討することとなった。

� 選挙管理委員会について（蒲生会長）：２００９年度

に行われる役員選挙については，東京大学海洋研究

所の評議員を中心に構成することとなった。天川裕

史評議員が委員長を務めることとなった。

� その他：評議員会議事録は，学会HPの「学会か

らのお知らせ」のページに掲載されている。しか

し，現状では次の評議員会で確定した議事録を掲載

しているため，掲載に少なくも３ヶ月は掛かってい

る。この状況を改善するため，評議員会開催後１ヶ

月を目処に，メールで承認された議事録を議事録

（案）として学会HPに掲載することが石橋ニュー

ス幹事より提案され，承認された。

５．次回の評議委員会・幹事会の日程

２００９年第２回幹事会：２００９年５月３０日�
海洋研究開発機構東京事務所

２００９年第２回評議員会：２００９年６月

メール会議

院生による研究室紹介 No．１２

広島大学大学院地球惑星システム学専攻

同位体地球惑星科学研究室

菊池麻希子

第１２回目の「院生による研究室紹介」は広島大学大

学院地球惑星システム学専攻同位体地球惑星科学研究

室からお届けしたいと思います。現在，本専攻は７つ

の研究室から構成されており，その中で本研究室と第

４回の研究室紹介で登場した表層環境地球化学研究室

（清水教授，高橋教授）は共に地球化学系の研究をカ

バーしています。

本研究室には，日高洋教授，寺田健太郎准教授の２

名のスタッフ，そして博士課程１名，修士課程４名，

学部生４名，計９名の学生がいます（写真１）。学生

の人数はさほど多くありませんが，毎年学部生の研究

室配属を決める際には表層環境地球化学研究室と１位

２位を争う人気の研究室となっています。本研究室で

は，比較的若い２人のスタッフを中心として様々な研

究に取り組んでいます。

本研究室では，同位体分析の結果から，宇宙での元

写真１：２００８年度卒業式での集合写真。前列左側から，寺田准教授，筆者，日高教授。
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素合成や太陽系での惑星物質の化学的進化が，いつ，

どのようにして起こったのかを解明することを目的と

しています。この難解な問題に取り組むため，本研究

室では地球内の試料に加え，地球外の試料（隕石や宇

宙塵など）に関しても分析を行い，あらゆる方向から

この問題にアプローチすることを試みています。

現在，本研究室で行われている地球内の試料を用い

た研究としては，ジルコンの U-Pb年代学，地球表層

における放射性核種の移行挙動の解明などがありま

す。地球外の試料を用いた研究としては，隕石やアポ

ロ計画で採取された月試料の年代測定，惑星物質と宇

宙線の相互作用の解明などがあります。他にもたくさ

んありますが，全部紹介すると長くなりますので，こ

こでは本研究室で定着している研究のみ示させてもら

いました。研究テーマ等は本研究室のホームページで

も紹介していますので，そちらもご覧ください（http:

//www.geol.sci.hiroshima-u.ac.jp/～eoep/）。

本研究室で行っている研究の特徴は，これまで一般

的であった全岩分析に加え，局所分析を行っている点

にあります。全岩分析は試料全体の特徴をつかむ上で

は非常に有効ですが，それは個々の粒子を平均化して

いるため，より詳細なマイクロスケールでの情報を得

るには局所分析を行う必要があります。二次イオン質

量分析法の中でも特に，一次イオンビームを収束させ

て局所領域の分析に適用したものはイオンマイクロプ

ローブ法と呼ばれています。オーストラリア国立大学

で開発された高感度高分解能イオンマイクロプローブ

「SHRIMP（Sensitive High Resolution Ion Micro-

Probe）」は数～数十μm径の微小領域の同位体分析

が可能であり，現在日本では本研究室と極地研究所が

一台ずつ保有しています（写真２）。SHRIMP測定で

は，分析スポットを最小で５μm程度まで絞ることが

出来るため，岩石試料に含まれる個々の粒子の年代や

同位体組成を調べたいときに有効です。特に隕石の分

析では，分析対象の鉱物が非常に小さく（隕石中のジ

ルコンなど），またポリミクト化していてそれぞれの

鉱物が別の起源を持っている場合があるので，それら

の分析を行うのに SHRIMPは適していると言えま

す。本研究室の SHRIMPは１９９６年に設置されてから

１０年以上経過しており故障することもしばしばありま

すが，両スタッフの献身的な介護と学生の補助によっ

て，まだ十分に稼動しています（写真３）。分析機器

としては SHRIMPの他にも，レーザーラマン分光分

析計，フーリエ変換型赤外分光分析計，X線分析顕微

鏡などがあり，必要に応じて他研究室が保有する分析

機器（ICP-MSなど）を使用することもあります。

私たちの研究室も含めて，現在，本専攻では大学院

教育改革支援プロジェクトに採択された「世界レベル

のジオエキスパートの養成」を行っています。これに

よって，大学院教育が大きく変わり学生が受けられる

支援の幅も広がりました。例えば，学生の国際学会参

加や，新しい研究提案プロジェクトに対する支援など

があります。写真４は，昨年本研究室が主催した

「Workshop on the chronology of the Solar Sys-

tem」での一枚です。本研究室，本専攻では活発にこ

のようなミニワークショップが開かれるようになり，

学生はセミナーだけでなく海外からのゲストとの研究

交流を通して，コミュニケーション力を高めることが

できます。また，写真５は筆者が提案した研究プロ

写真２：SHRIMP測定中の写真。測定しているのは
B４の小出さん。

写真３：SHRIMP修理中の写真。修理しているのは
Australia Scientific Instruments の Jacobsen
氏（左）とM１の中川内君（右）。
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ジェクトを実施しているところを写したものです。プ

ロジェクトの一環として本研究室に招へいされたワシ

ントン大学の甘利教授に特殊な化学分離操作方法を指

導していただきました。このように，世界レベルの教

育を受けることが出来るのも，本研究室，本専攻の良

いところだと思います。

２００９年度地球化学会年会は広島大学で開催されます

ので，これを読んでくださった皆さんと広島でお会い

できるのを楽しみにしております。広島大学がある東

広島市はどちらかというと田舎ですが，おいしい食べ

物や良い所がたくさんあります。特に，酒蔵がたくさ

んあるので，お酒が好きな人にとっては魅力的な場所

だと思います。ぜひ，お越し下さい。今回の担当は博

士課程３年の菊池でした。最後まで読んで頂き，あり

がとうございました。

書 評

「マグマの地球科学」（中公新書１９７８）

著者：鎌田浩毅

出版社：中央公論新社，新書判 ２６２ページ

２００８年１２月２０日発行，８６０円＋税

ISBN９７８―４―１２―１０１９７８―３

本書は，副題を「火山の下で何が起きているか」と

付けているように，マグマ活動を中心に据えて地球科

学全般を分かりやすく解説した書である。著者の鎌田

さんは，旧通産省地質調査所で地質図を作りつつ専門

の火山地質学研究の第一線で活躍していた。１９９７年に

京都大学に移ると，自らを「科学の伝道師」と称して

地球科学のアウトリーチに使命感を持って活躍してい

る，型破りの研究者である。専門家以外の一般の人た

ちを対象とした解説書の執筆にも力を入れ，２００２年刊

行の「火山はすごい」（PHP新書）以降，「地球は火

山が作った」（岩波ジュニア新書，２００４），「火山噴

火」（岩波新書，２００７），「富士山噴火」（講談社ブルー

バックス，２００７）と続いている。その語り口は，地球

科学について書いているが，歴史や文化などを織り交

ぜて，読者が飽きないように工夫しているところはさ

すがである。

本書は１１章からなり，プレート運動から語り始め

て，火山活動をプレートテクトニクスで説明し，マグ

マの起源，種類，変化について述べ，さらには火山ガ

ス，火山の熱源，地熱活動，熱水鉱床と続き，最後は

巨大噴火の気候へ影響で締めくくっている。火山学を

万遍なく扱っており，著者も述べているように最新の

研究例の紹介もあり，専門書への導入の役目は十分に

果たせる書である。各章の最後には「コラム」として

著者の体験や主張が色濃く述べられている数ページが

あり，大変に楽しく読める。

内容的には理科系の１～２年（教養課程あたり）の

大学生が読むのに適しているように思う。使っている

図版の一部を高校地学の教科書から転載するなど，対

象となる読者として高校卒業程度の基礎知識のある人

を意識していることからも伺える。しかしその内容は

平均的には高校地学レベルであるが，例えばダイアピ

ルの上昇とか，非適合元素，火山岩の分類などではか

写真４：年代WSでの一枚。海外からのゲストに日
本食の食べ方を説明しているのはM２の瀧
口さんとM１の近藤さん（奥）。

写真５：化学実験中の一枚。左側はワシントン大学の
甘利教授，指導を受けているのが筆者。
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なり専門的な話が出てきて，急に立ち止まってしま

う。これは，平易な内容の中に高度な内容を少しちり

ばめることにより興味を感じた読者の知識欲をくす

ぐって，もっと高度な世界へ引き込もうとする著者の

執筆スタイルかもしれない。本書を読んでさらに勉強

したい人が読んだらよい著書が紹介されていたらもっ

と親切だったろう。内容の読みやすさを心がけると，

表現が曖昧になり，誤解を招きかねない文章も出てく

る。例えば，１２７ページの「同位体とは，元素の中で

時間とともに崩壊し別の元素へと変化してゆくもので

ある。」とか，１６２～１６３ページの「もともとヘリウム

はマントルから上がってきたものである。」などは明

らかに舌足らずで誤解を招きそうである。

本書は火山学の入門書ではあるが，固体地球科学の

入門書と言ってもよく，高校では地学の授業をとらな

かったが，地球にも興味がある人に是非進めたい。火

山を通して地球が理解できるであろう。さらに，地球

科学を勉強している人にとっては，自分の知識を整理

する上で役に立つし，著者の見方を批判的に読むのも

楽しいかもしれない。

（東京大学大学院理学系研究科・野津憲治）
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訃報：島誠氏のご逝去を悼む

島誠さんが２００９年５月１２日に逝

去されました。享年８５歳でした。

４月９日に入院，たった１ヶ月の

闘病生活でした。島誠さんは１９２３

年に栃木県足尾町にお生まれにな

り，１９４６年東北大学理学部岩石鉱

物鉱床学科を卒業後，東北大学理学部助手などを経

て，理化学研究所木村研究室に就職，理学博士の学

位は東京大学から授与されています。１９５９年９月カ

ナダのマックマスター大学のH. D. Thode博士の元

で硫黄の同位体地球化学を，さらに１９６１年アメリ

カ，カリフォルニア大学サンジエゴ分校で重水素の

発見でノーベル賞を授与されたH. C. Urey博士の

元で宇宙化学の研鑽を積まれました。１９７０年には西

ドイツ（当時）マインツにあるマックスプランク化

学研究所で物理のH. Hintenberger教授に岩石鉱

物学方面から協力して宇宙化学の研究をされまし

た。理化学研究所では木村健二郎先生の跡を継いで

地球化学研究室を主宰され，副主任研究員，そして

主任研究員としてその任を全うされました。１９８５年

に理化学研究所を退職後は同研究所の名誉研究員と

なるとともに，横浜国立大学教育学部教授として理

科教育に携わり，同大学退官後は東京国際大学商学

部教授として理系の一般教養の教育に取り組まれま

した。東京国際大学では定年後も乞われて特命教

授，非常勤講師として教壇に立ち，若い学生との交

流を楽しまれていました。

島誠さんの研究内容は地球化学，宇宙化学の実に

広い分野に及んでいました。このことはこれまでも

何度か気づかされたものですが，この記事を書くに

あたって改めてその多様性と常に時代を先取りした

研究を行う先見性と洞察力に驚かされました。島誠

さんの研究の動向，足跡は残された書籍をみること

によってたどることが出来ます。日本の宇宙化学関

連の書籍としては１９７２年に出版された故小沼直樹氏

の「宇宙化学」（講談社）がよく知られています

が，それよりも５年前に島誠氏は「宇宙塵・隕石」

と題する書籍を紀伊国屋書店から出版しています。

この本は自らの研究を踏まえた内容である点，隕石

に加えて宇宙塵を全面に出している点で非常に個性

豊かな，優れた著作であると同時に，日本の宇宙化

学を牽引しようとする研究者の意気込みが伝わって

くる熱意が読み取れます。宇宙化学関係の書籍とし

ては１９７７年に「隕石の科学」，翌１９７８年に「星の誕

生と宇宙の塵」を玉川大学出版部から出版していま

す。このうち後者では宇宙塵とテクタイトに焦点を

あて，衝撃ガラスについても言及しています。

また１９７３年には日本南極観測隊が持ち帰ったお土

産の石が隕石であることを国際隕石学会で発表し，

その後の世界的規模による南極隕石の研究に寄与し

ました。また宇宙塵，テクタイトの研究もその後盛

んに行われるようになったことを考えると島誠さん

の研究のアンテナの指向性の良さには今さらながら

驚嘆の念を禁じ得ません。

島誠さんは宇宙化学ばかりでなく，地球化学（い

や，地球科学とした方が適当かも知れません）で幅

広く研究をなさいました。その経験をもとに著した

書籍として，「地球化学探鉱法」（１９５５年，丸善），

「ウラン」（昭晃堂，１９５８年），「地球化学探査法」

（１９７０年，共立出版），「元素から見た地球」（講談社，

１９７２年），「水の惑星」（玉川大学出版部，１９７１年），

「海のマンガン団塊」（海洋出版，１９７６年）などが

ありますが，これらの書籍を見ると島誠さんが地球

化学について豊かでかつ広い見識を持っていたこと

がうかがい知られます。

島誠さんは日本地球化学会の黎明期である１９６４～

１９６５年，１９６６～１９６７年の２期４年に渡って評議員を

務められ，また，安定期に入った１９８２～１９８３年にも

再度評議員を務められており，研究面ばかりでな

く，役員としても本会の発展に尽力されました。

島誠さんの人となりをご紹介するには夫人の島正

子さん（東京国立科学博物館名誉研究員）を抜きに

は出来ません。お互いに「おじさん」「おばさん」

と呼び合い，知らず知らずに我々もその様に呼ばせ

て頂きましたが，夫人を「マッコ」と呼ぶ場面にも

入らせて頂き，シャイな中にも温かい思いやりをひ

しひしと感じました。島正子さんは国際応用純正化

学連合（IUPAC）の原子量委員会委員として長く

活躍されましたが，２年ごとに開かれる委員会に出

席されるときには「おじさん」はいつも同行され，

house husbandと自称しながら楽しんでいました。

その博識ぶりと人を引きつける巧みな話術によっ

て，いつも話の輪の中心にいました。勿論英語での

会話でも同じです。ついつい脱線気味になると「お

ばさん」に「またそんなことを言って」と軽くたし

なめられると，「いやほんとうだよ」と真剣な顔で

答えている場面がいまでも目に浮かびます。もうそ

んな場面に出会えないかと思うと残念でなりませ

ん。ご冥福をお祈りします。 （海老原充）
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地球化学に関連した研究集会，書評，研究機関の紹介などの原稿をお待ちしております。編集の都合上，
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